
インターンシップに関する
意識調査結果

平成29年５月31日
滋賀インターンシップ推進協議会 総会

資料２



• 調査目的

滋賀県内の大学に通う学生を対象に、学生の働くことやインターンシップに

関する意識を把握する。

• 調査期間

平成29年5月

• 調査方法

調査用紙の配布

• 調査対象

主に滋賀大学経済学部に通う学生 ３０名

インターンシップに関する意識調査実施概要
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※４つ以上の選択者あり（全95件の回答）
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※３つ選んでいない回答者あり（全85件の回答）

若手採用に対する熱意
企業ビジョン

企業の特色/得意分野
社業実績/営業成績の推移

期待する人物像
待遇

社内環境/福利厚生
その他
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社会について知ること
企業と仕事について知ること
社会人（先輩）と交流すること

自分の足りないものに気づくこと
就職に有利になること

その他
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コミュニケーション力
プレゼンテーション力

問題解決力
論理的思考力
自己分析力

リーダーシップ
協調性
粘り強さ
マナー
その他

※３つ以上の選択者あり
（全66件の回答）
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キャリア形成に関する
アドバイス

社会人の就労体験

自身の働くことに関する
認識の向上

思う
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